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万葉の時代に
思いを馳せて



  裏
表紙
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総
合
学
習
で
茶
道
を
体
験

　

五
條
中
学
校
の
皆
さ
ん
が
、
総
合
学
習
で

茶
道
を
体
験
し
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
五

條
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
主
催
で
実
施
さ
れ

た
も
の
。「
茶
道
を
通
じ
て〈
日
本
人
の
こ
こ

ろ
〉
に
ふ
れ
る
こ
と
で
、
若
い
人
達
の
今
後

の
成
長
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
、
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
茶
道
の
作
法

を
学
び
、
お
茶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お

い
し
い
と
、
何
度
も
お
か
わ
り
を
す
る
生

徒
も
。
そ
の
後
、
茶
道
裏
千
家
教
授
廣
川

宗
厚
先
生
の
ご
指

導
で
点
前（
お
茶
を

た
て
る
作
法
）
を

体
験
す
る
な
ど
、

生
徒
た
ち
に
と
っ

て
貴
重
な
１
日
と

な
り
ま
し
た
。

5/30

キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
を

目
指
し
ま
す
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点
前
を
体
験
中 さ

ど
う
う
ら
せ
ん
け
き
ょ
う
じ
ゅ
ひ
ろ
か
わ

「
ご
じ
ょ
う
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
」
は
、

裏
表
紙
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
う
こ
う

て
ま
え

観光交流センター
オープンセレモニー

　

五
條
市
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
セ

レ
モ
ニ
ー
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

ち
べ
ん
保
育
園
の
園
児

た
ち
が
歌
と
ダ
ン
ス
で

約
１
０
０
人
の
来
場
者

を
お
も
て
な
し
。
元
気

い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た

ち
の
姿
に
、
訪
れ
た
人

た
ち
か
ら
笑
顔
が
こ
ぼ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
に
つ
い
て
、

ア
ン
ゴ
ラ
共
和
国
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
連
盟

ペ
ド
ロ
会
長
、
太
田
市
長
、
堀
内
教
育
長

な
ど
に
よ
る
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ア
ン
ゴ
ラ
共
和
国
は
ア
フ
リ
カ
に

あ
る
国
で
石
油
や
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
な
ど
の

鉱
業
が
盛
ん
な
国
。
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

代
表
が
特
に
強
く
、
世
界
選
手
権
大
会
に

14
回
連
続
出
場
し
て
い
ま
す
。

五條市×アンゴラ共和国
ハンドボールのオリンピックアフリカ予
選は、来年開催される予定です。

2ごじょうフォトニュース
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広
報
五
條
を
配
信

中
の
ア
プ
リ
「
マ
チ

イ
ロ
」
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
紙
面

の
拡
大
縮
小
、
気
に

な
る
記
事
を
保
存
す

る
な
ど
簡
単
に
で
き

ま
す
。

「
マ
チ
イ
ロ
」
で
あ
な
た
の
ス
マ
ホ
に

　

広
報
五
條
が
届
き
ま
す

スマホ用広報紙閲覧アプリ

■
問
合
先　

企
画
政
策
課

　
（
内
線
３
０
３
）

市
の
動
き
（
５
月
31
日
現
在
）

※

（
　

）の
中
の
数
字
は
前
月
比
・

▲
は
減
少

人
口
３
１
，
０
１
４
人
（
▲
73
）

男
　

１
４
，
７
４
２
人
（
▲
36
）

女
　

１
６
，
２
７
２
人
（
▲
37
）

世
帯
数
１
３
，
６
２
５  （
▲
38
）

出
生
７
件
　

死
亡
50
件

転
入
31
件
　

転
出
43
件

Gojo Photo News
ごじょうフォトニュース
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今
月
号
か
ら
レ
イ
ア
ウ
ト
を
一
部
変

更
し
ま
し
た
。
先
月
号
ま
で
裏
表
紙
で

連
載
し
て
い
た「
五
條
の
歴
史
を
探
る
」

は
、
ま
な
び
の
ひ
ろ
ば
コ
ー
ナ
ー
に
移

動
し
ま
し
た
。 

20
〜
21
ペ
ー
ジ
の
市
民

ご
よ
み
は
、
抜
き
取
っ
て
壁
な
ど
に
貼

れ
る
よ
う
向
き
を
変
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
よ
り
見
や
す
く
分
か
り
や
す

い
広
報
誌
に
な
る
よ
う
編
集
し
て
い
き

ま
す
。

広報五條の意見・感想は
①ハガキ ②FAX ③メールで

企画政策課まで
①〒637-8501　本町 1丁目 1番 1号
②FAX　２５・０６２９
③ﾒｰﾙ　koho@city.gojo.lg.jp
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　　市政の報告
　　4月から現在までの市政の概要について報告します。

　
　

月
４
日
開
会
さ
れ
た
五

條
市
議
会
６
月
定
例
会
で
、

太
田
市
長
が
市
政
の
報
告
を

行
い
ま
し
た
。
五
條
市
が
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
な
ど
の

主
な
も
の
に
つ
い
て
、
執
行

状
況
な
ど
を
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

地
方
創
生
の
推
進

　

豊
か
な
自
然
、
歴
史
、
農
産
物
な

ど
の
地
域
資
源
を
組
み
合
わ
せ
た
魅

力
的
で
稼
げ
る
地
域
の
育
成
を
目
途

に
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
た
「
産
業

連
携
組
織
」
の
立
ち
上
げ
に
向
け
、

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

五
條
市
ア
ワ
ー

　

市
内
に
拠
点
を
置
く
Ｆ
Ｍ
放
送
局

か
ら
市
の
各
種
制
度
の
解
説
や
イ
ベ

ン
ト
紹
介
な
ど
、
新
た
な
手
法
に
よ

る
情
報
発
信
を
行
い
、
広
報
活
動
の

充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

地
域
公
共
交
通

　

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
通
院

ラ
イ
ン
で
、
16
時
台
で
の
実
証
運
行

を
行
う
よ
う
関
係
機
関
と
の
調
整
を

図
る
な
ど
、
引
き
続
き
地
域
公
共
交

通
網
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
誘
致
事
業

　

駐
屯
地
の
誘
致
実
現
に
向
け
、
防

衛
省
に
対
し
要
望
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
奈
良
県
と
の
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
包
括
協
定
に
基
づ
き
、

防
災
拠
点
の
整
備
等
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
て
い
ま
す
。

人
権
問
題
に
関
す
る
啓
発
推
進

　
「
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」
の
４

月
11
日
に
は
、
県
内
一
斉
集
会
の
一

環
と
し
て
、
人
権
講
演
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
人

権
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

生
活
自
立
支
援
施
策

　

就
労
準
備
支
援
事
業
を
開
始
し
、

た
だ
ち
に
一
般
就
労
す
る
こ
と
が
困

難
な
人
た
ち
に
対
し
、
就
労
の
た
め

の
準
備
と
し
て
、
基
礎
能
力
の
形
成

を
計
画
的
に
支
援
し
、
就
労
に
よ
る

自
立
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
施
策

　
「
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま

ち
」
を
目
指
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
充
実
に
向
け
た
施
策
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

認
知
症
施
策

　

認
知
症
等
が
原
因
で
行
方
不
明
と

な
る
可
能
性
の
あ
る
高
齢
者
等
の
家

族
を
支
援
す
る
た
め
、
高
齢
者
見
守

り
あ
ん
し
ん
シ
ー
ル
交
付
事
業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
対
策

　

平
成
29
年
度
は
、
平
成
28
年
度
と

く
ら
べ
約
１
割
の
ご
み
の
減
量
化
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
、
刈
草
の

た
い
肥
化
事
業
や
古
新
聞
や
古
本
等

の
分
別
を
行
う
こ
と
で
ご
み
の
減
量

化
を
進
め
て
い
ま
す
。

鳥
獣
対
策

　

ジ
ビ
エ
を
活
か
し
た
地
域
活
性

化
事
業
と
し
て
、
捕
獲
し
た
イ
ノ

シ
シ
、
シ
カ
を
地
域
の
資
源
と
し

て
有
効
活
用
し
、
地
域
活
性
化
を

進
め
ま
す
。

６

４市政の報告



災
害
復
旧

　

昨
年
10
月
の
台
風
21
号
で
被
災
し

た
箇
所
に
つ
い
て
、
早
期
復
旧
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

企
業
誘
致
の
促
進

　

南
大
和
テ
ク
ノ
タ
ウ
ン
で
、
２
社

が
新
た
に
操
業
し
、
現
在
８
社
が
稼

働
中
で
す
。
今
年
度
も
、
奈
良
県
や

関
係
機
関
と
連
携
し
た
Ｐ
Ｒ
な
ど
、

積
極
的
な
誘
致
活
動
に
向
け
た
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。

五
條
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

　

市
内
周
遊
観
光
の
一
翼
を
担
う
施

設
と
し
て
効
果
的
な
運
営
を
行
う
と

と
も
に
、
国
道
１
６
８
号
周
辺
を
中

心
と
し
た
広
範
に
わ
た
る
地
域
の
観

光
振
興
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

市
道
改
良
事
業

　

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
や
、
新
庁
舎
建
設
工

事
に
伴
う
周
辺
道
路
の
整
備
を
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

道
路
ス
ト
ッ
ク
点
検
を
お
こ
な
い
、

優
先
順
位
を
設
け
て
順
次
補
修
工
事

に
着
手
し
て
い
ま
す
。

上
野
公
園
の

地
域
防
災
拠
点
と
し
て
の
充
実

　

五
條
市
上
野
公
園
総
合
体
育
館（
シ

ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
）
に
電
力
を
供
給
で

き
る
自
家
用
発
電
機
や
防
災
倉
庫
等

を
備
え
た
防
災
力
強
化
棟
の
整
備
と

総
合
体
育
館
の
設
備
ヤ
ー
ド
施
設
の

防
水
対
策
に
着
手
し
ま
し
た
。

水
道
料
金
の
改
定

　

４
月
使
用
分
か
ら
水
道
料
金
の
改

定
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
経

営
状
況
な
ど
を
示
し
な
が
ら
、
老
朽

管
の
更
新
や
耐
震
化
対
策
、
簡
易
水

道
地
域
に
お
け
る
施
設
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

賀
名
生
分
校
魅
力
化
推
進
事
業

　

全
国
募
集
初
年
度
と
な
る
今
年
度
、

26
人
の
新
入
生
が
同
校
に
入
学
し
、

新
た
に
整
備
し
た
寄
宿
舎「
桜
花
寮
」

に
は
22
人
が
入
寮
し
ま
し
た
。
４
月

10
日
に
は
入
学
式
並
び
に
受
入
式
が

行
わ
れ
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ

く
初
め
て
の
生
徒
達
が
、
本
市
で
の

学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

学
校
適
正
化
お
よ
び

　
　
　
　

幼
保
一
体
化
の
推
進

　

学
校
適
正
化
基
本
計
画
（
案
）
及

び
五
條
市
立
認
定
こ
ど
も
園
整
備
基

本
計
画
（
案
）
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
手
続
に
よ
り
寄
せ
ら
れ

た
意
見
に
対
す
る
考
え
方
を
公
表
し

ま
し
た
。
な
お
、
当
該
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
手
続
や
説
明
会
に
よ
り
寄

せ
ら
れ
た
意
見
等
に
つ
い
て
は
十
分

な
検
討
期
間
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
両
計
画
の
策
定
期
間
を
延
長
し
、

更
な
る
検
証
を
進
め
て
い
ま
す
。

五
條
博
物
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

４
月
28
日
、
市
立
五
條
文
化
博
物

館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
開
館
後
は
、
企
画
展
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
開
催
す
る
な
ど
、
よ
り

多
く
の
皆
さ
ん
に
来
館
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
更
に
創
意
工
夫
を
凝
ら
し

た
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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祝 
叙
勲
受
章

　

長
年
に
わ
た
り
学
校
教
育
に
ご
尽
力

さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、
こ
の
ほ
ど
栄

あ
る
叙
勲
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま

で
の
ご
功
績
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

【
氏
名
、
年
齢
、
功
績
（
経
歴
）、
住
所
】

高
齢
者
叙
勲

◆
瑞
寶
雙
光
章
（
瑞
宝
双
光
章
）

　

横
田　

宗　

様
（
88
歳
）

　

教
育
功
労
（
元　

牧
野
小
学
校
長
）

　

田
園
３
丁
目

■
自
治
功
労
者
表
彰
（
敬
称
略
）

　

◆
市
長
表
彰

鹿
田　

佳
嗣
（
此
花
町
自
治
会
）

菊
川　

善
久
（
岡
口
北
之
町
自
治
会
）

福
井　

純
二
（
平
雄
自
治
会
）

◆
自
治
連
合
会
長
表
彰

向
井　

滋
（
西
東
浄
町
自
治
会
）

細
川　

一
男
（
ウ
ベ
ヤ
町
自
治
会
）

辰
巳　

俊
彦
（
新
町
１
丁
目
自
治
会
）

津
積　

一
郎
（
魚
之
棚
町
自
治
会
）

竹
本　

昭
彦
（
寺
之
町
自
治
会
）

田
川　

忠
志
（
日
之
出
町
東
自
治
会
）

加
藤　

政
雄
（
本
陣
町
自
治
会
）

鷹
野　

良
彦
（
大
道
町
自
治
会
）

丹
原　

敏
男
（
新
町
西
自
治
会
）

足
立　

敏
彦
（
二
見
本
郷
町
自
治
会
）

中
井　

常
夫
（
瓦
谷
町
自
治
会
）

植
田　

義
美
（
上
田
町
自
治
会
）

岩
本　

政
和
（
豊
福
町
自
治
会
）

中
西　

富
夫
（
有
家
市
営
住
宅
自
治
会
）

森
本　

典
明
（
寺
の
前
自
治
会
）

自
治
連
合
会
定
期
総
会

地
域
の
声
を
伝
え
る
た
め
に
活
動

　

５
月
20
日
（
日
）、
平
成
30
年
度
自
治
連
合

会
定
期
総
会
が
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
で
は
、
役
員
の
紹
介
や
自
治
功
労

者
の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

櫻
井　

三
千
男
（
水
沢
町
自
治
会
）

町
口　

正
治
（
大
澤
町
東
自
治
会
）

御
山　

義
明
（
山
ノ
原
町
自
治
会
）

山
口　

耕
司
（
田
園
４
丁
目
西
町
自
治
会
）

遠
山　

重
俊
（
黒
駒
町
自
治
会
）

岡　

忠
昭
（
犬
飼
町
自
治
会
）

木
之
下　

三
朗
（
中
霊
安
寺
町
自
治
会
）

丸
山　

稔
樹
（
良
峰
町
自
治
会
）

山
口　

貴
史
（
御
山
下
町
自
治
会
）

柴
田　

知
啓
（
下
丹
原
町
自
治
会
）

藤
本　

彰
（
八
田
町
自
治
会
）

今
北　

皓
一
（
黒
渕
自
治
会
）

谷
口　

幸
雄
（
茄
子
原
自
治
会
）

川
村　

家　
（
阪
巻
自
治
会
）

小
西　

一
德
（
桧
川
迫
自
治
会
）　

平
元　

清
美
（
閉
君
自
治
会
）

　

本　

幸
洋
（
阪
本
自
治
会
）

辰
己　

功
（
天
辻
自
治
会
）

丸山連合会長をはじめとする、
自治連合会理事の皆さん

太
田
市
長
・
丸
山
連
合
会
長
と
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん

第 36回市民球技大会結果

　

初
任
地
の
阪
合
部
第
一

小
学
校
か
ら
牧
野
小
学
校

長
と
し
て
退
職
さ
れ
る
ま

で
、
約
40
年
間
ご
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

■
役
員

（
役
職
名
・
氏
名
・
地
区
名
）（
敬
称
略
）

会
長

丸
山　

泰
登
美
（
野
原
地
区
）

副
会
長

岡
本　

光
弘
（
本
町
地
区
）

堀
内　

伸
晃
（
二
見
地
区
）

髙
﨑　

 

浩
司
（
あ
づ
み
台
地
区
）

丹
原　

敏
男
（
新
町
地
区
）

事
務
局
長

菊
川　

善
久
（
須
恵
岡
口
地
区
）

会
計

本
田　

好
市
郎
（
南
阿
太
地
区
）

書
記

永
井　

正
貴
（
五
條
東
地
区
）

監
事

　
　

啓
助
（
白
銀
南
地
区
）

今
北　

皓
一
（
賀
名
生
地
区
）

顧
問

谷
向　

 

秀
喜
（
牧
野
地
区
）

理
事

浅
田　

国
夫
（
中
央
地
区
）

米
田　

一
郎
（
宇
智
地
区
）

池
上　

輝
雄
（
田
園
地
区
）

長
岡　

正
美
（
阪
合
部
地
区
）

坂
田　

清
史
（
北
宇
智
地
区
）

木
之
下　

三
朗
（
南
宇
智
地
区
）

内
倉　

保
（
大
阿
太
地
区
）

今　
　

和
夫
（
白
銀
北
地
区
）

北
平　

博
章
（
宗
桧
上
地
区
）

畠
山　

健
（
宗
桧
中
地
区
）

畠
山　

金
作
（
宗
桧
下
地
区
）

市
平　

克
之
（
大
塔
地
区
）

た
か
し

６くらしのメモ



第 36回市民球技大会結果第 36回市民球技大会結果第 36回市民球技大会結果
　
　
　

月
13
日
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
第
36
回
市
民
球
技
大

会
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
お

こ
な
わ
れ
た
９
競
技
の
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

▼サッカーの部
（中学生の部）
優　勝　五條東中学校
準優勝　五條西五條中学校合同チーム
（社会人一部）
優　勝　こーへーと愉快な仲間たち
準優勝　BLACK BOARD
（社会人二部）
優　勝　神宅 FC
準優勝　プレスト FC五條
▼バスケットボールの部
（中学生男子）
優　勝　五條中学校
準優勝　五條西中学校
三　位　野原中学校
（中学生女子）
優　勝　五條西中学校
（一般男子）
優　勝　ガスト 's
準優勝　FIESTA
第三位　五條クラブレジェンズ
（一般女子）
優　勝　ぱぷる
準優勝　YAMATO
▼ゲートボールの部
優　勝　賀名生
準優勝　白銀・岡
第三位　城戸
▼グラウンドゴルフの部
Ａゾーン優　勝　宮本修作 ( 北居会 A)
　　　　準優勝　北岸和代 ( 青空チーム B)
　　　　第三位　吉原源吉 ( 丹原チームフレンド B)
Ｂゾーン優　勝　尾上勝美 ( 丹原チームフレンド A)
　　　　準優勝　釣谷登美子 ( あゆみ )
　　　　第三位　阪上美弘 ( うちの会 )
Ｃゾーン優　勝　上岡たき子 ( ひまわりクラブ A)
　　　　準優勝　坂上嘉一 ( 住川 GG愛好会 B)
　　　　第三位　賀屋晃幸 ( ひまわりクラブ A)
▼ペタンクの部
優　勝　小平恒子・北畑千慧 ( 青葉会 )
準優勝　森下義一・南敬三 ( 岡・今井 )
第三位　岡本憲明・林テル子 ( 中町・岡口 )
　　　　堀木守・中西辰子 ( 新町・阿太 )
▼バレーボールの部
（中学校の部）
優　勝　五條中学校
準優勝　野原中学校
第三位　智辯中学校
（一般男子の部）
優　勝　D-ZONE
準優勝　Joker
（一般女子の部）
優　勝　D-ZONE
準優勝　WAVE
第三位　NATURAL
▼ソフトテニスの部
（中学男子の部）
優　勝　久保田郁斗・岡本和樹 ( 五條西中学校 )
準優勝　大野充輝・天野颯 ( 五條西中学校 )
三　位　並井太壱・麻原大雅 ( 五條西中学校 )
　　　　植田泰介・西村健 ( 五條西中学校 )

（中学女子の部）
優　勝　西垣友加里・山本美夢
　　　　( 五條西中学校 )
準優勝　辻本夢歩・辻岡歩美
　　　　( 西吉野中学校 )
第三位　岩井くるみ・元谷真愛
　　　　( 五條西中学校 )
　　　　浦平花奈・岡田萌花
　　　　( 西吉野中学校 )
（一般・高校男子の部）
優　勝　木村茂和・久保雅彦
　　　　( 五條市ソフトテニス協会 )
準優勝　佐々木延夫・田中良知
　　　　( 五條市ソフトテニス協会 )
（一般・高校女子の部）
優　勝　川渕希央子・井藤皐
　　　　（協会・五條中学校教諭）
準優勝　米田和琴・田中智渚
　　　　( 五條高校 )
（シニア・OGの部）
優　勝　川合能和・喜多貴子
　　　　( 五條市ソフトテニス協会 )
準優勝　伊藤設子・山田英男
　　　　( 五條市ソフトテニス協会 )
▼卓球の部
（一般男子　一部）
優　勝　橋本豊
　　　　( 五條高校 )
準優勝　安満琉斗
　　　　（橿原高校）
第三位　棚田一
　　　　( 五條高校 )
　　　　山内歩夢
　　　　( アルチザン )
（一般男子　二部）
優　勝　栗本寛之
　　　　( チームみっちゃん）
準優勝　東一穂
　　　　( アルチザン )
第三位　野崎誠
　　　　（チームみっちゃん）
　　　　木村元
　　　　( 智辯高校 )
（一般女子の部　一部）
優　勝　安満遥
　　　　(ETTC)
準優勝　桝竹菜々美
　　　　( アルチザン )
第三位　安満更紗
　　　　(ETTC)
（小中学生男子の部　一部）
優　勝　小松大晟
　　　　( 野原中学校 )
準優勝　番匠樹
　　　　( 野原中学校 )
第三位　坂上僚
　　　　( 五條東中学校 )
　　　　森脇良真
　　　　( 野原中学校 )

（小中学生男子の部　二部）
優　勝　堀越匡基
　　　　( 五條中学校 )
準優勝　三長直央
　　　　( 五條東中学校 )
第三位　辰巳隼都
　　　　( 野原中学校 )
　　　　福本健斗
　　　　( 智辯中学校 )
（小中学生女子の部　一部）
優　勝　森本千尋
　　　　( 野原クラブ )
準優勝　武藤嵯莉夏
　　　　( 五條中学校 )
第三位　梅本弥生
　　　　( 五條中学校 )
　　　　泉谷瑞穂
　　　　( 西吉野中学校 )
（小中学生女子の部　二部）
優　勝　中道明日花
　　　　( 五條東中学校 )
準優勝　北嶋恋暖
　　　　( 五條東中学校 )
第三位　重吉光
　　　　( 西吉野中学校 )
　　　　辻本詩音
　　　　( 五條中学校 )
（ラージボールの部　一部）
優　勝　峯野博己
　　　　( 五條ラージ )
準優勝　山本仁子
　　　　( 五條ラージ )
第三位　田野瀬俊夫
　　　　( 五條ラージ )
　　　　葛原文男
　　　　( 五條ラージ )
（ラージボールの部　二部）
優　勝　森本富美子
　　　　( 田園クラブ )
準優勝　植田イサ子
　　　　( 五條ラージ )
第三位　松本啓子
　　　　( 五條ラージ )
　　　　久保美知代
　　　　( 五條ラージ )
▼ソフトボールの部
優　勝　北宇智体育協会チーム
準優勝　阪合部体育協会チーム
第三位　西吉野町代表チーム

５
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国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
将
来
の
「
老
齢
基

礎
年
金
」
や
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た

不
測
の
事
態
が
生
じ
た
時
の
「
障
害

基
礎
年
金
」「
遺
族
基
礎
年
金
」
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
申

請
す
れ
ば
保
険
料
が
「
免
除
」
ま
た

は
「
猶
予
」
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
（
平
成
30
年
７
月
分

〜
平
成
31
年
６
月
分
）
の
申
請
は
７

月
か
ら
受
付
し
ま
す
。
ま
た
、
申
請

月
の
２
年
１
か
月
前
の
分
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。 【

国
【
国
民
年
金
】

免
除
制
度

（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
）

　

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
そ
れ
ぞ

れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
や
失
業
し
た
な
ど
の
理
由
で
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

な
時
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
に
な

る
制
度
で
す
。

　

免
除
さ
れ
る
額
は
、
全
額
、
４
分

の
３
、
半
額
、
４
分
の
１
の
四
種
類

が
あ
り
ま
す
。

※

全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
て
、

将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。

※

一
部
免
除
は
減
額
さ
れ
た
保
険
料

を
納
め
な
い
と
未
納
扱
い
に
な
り

ま
す
。

納
付
猶
予
制
度

　

50
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
・
配
偶

者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
な
ら
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

で
す
。

※

納
付
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
年
金
の

受
給
資
格
算
定
期
間
に
含
ま
れ
ま

す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。

年
金
事
務
所
の

予
約
相
談

日
本
年
金
機
構
の

出
張
相
談

全額免除
４分の３免除
半額免除

納付猶予
４分の１免除

０円
４，０９０円
８，１７０円
１２，２６０円

０円

免除の種類免除の種類 承認後の納付額承認後の納付額免除の種類 承認後の納付額

免除の種類と承認された後の納付額
（平成 30 年度の月額保険料１６，３４０円）

保
険
料
の
後
払
い
（
追
納
）

　

免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
さ
れ
た
期

間
の
保
険
料
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
後
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
、
追

納
す
る
こ
と
で
年
金
の
受
給
額
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の

翌
年
度
か
ら
数
え
て
３
年
度
目
以

降
に
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の

保
険
料
額
に
一
定
額
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

■
申
請
時
に
必
要
な
も
の

　
年
金
手
帳
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

分
か
る
も
の
・
印
鑑

※

失
業
等
が
申
請
理
由
の
場
合
は
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
写
し

な
ど
退
職
日
が
わ
か
る
書
類
を
持
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

※

任
意
加
入
し
て
い
る
人
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

※

学
生
は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※

免
除
が
承
認
さ
れ
る
と
、
国
民
年

金
基
金
に
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
先　

▼
市
民
課
年
金

係
（
内
線
２
６
８
・
３
０
０
）

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

７
月
受
付
開
始

国
民
年
金
保
険
料

免
除
・
納
付
猶
予
制
度

８くらしのメモ



【
国
民
年
金

保
険
料
後
納
制
度

　
国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限

（
２
年
）
を
過
ぎ
る
と
時
効
に
よ
り

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

申
し
込
み
す
る
こ
と
で
過
去
５
年
以

内
に
納
め
忘
れ
の
あ
る
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
し
た

り
、
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※

こ
の
制
度
は
今
年
の
９
月
で
終
了

と
な
り
ま
す
。期
日
に
余
裕
を
も
っ

て
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
時
に
必
要
な
も
の

　

年
金
手
帳
・
印
鑑

■
申
込
・
問
合
先　

▼
市
民
課
年
金

　

係
（
内
線
２
６
８
・
３
０
０
）

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

年
金
相
談
の
案
内

　

年
金
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
年
金
の
請
求
や
受
給
さ

れ
て
い
る
年
金
に
つ
い
て
の
相
談
な

ど
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
年
金
手

帳
や
年
金
証
書
を
準
備
し
て
、
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
日
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

日
本
年
金
機
構
が
、
月
１
回
五
條

市
役
所
で
出
張
相
談
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

早
め
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

毎
月
第
２
木
曜
日
（
７

月
は
12
日
、
８
月
は
９
日
）

■
相
談
場
所　

市
民
課
年
金
係

■
相
談
時
間　

10
時
〜
12
時
15
分
、

13
時
〜
16
時

■
持
ち
物　

年
金
手
帳
ま
た
は
年
金

証
書
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

本
人
確
認
で
き
る
物
（
運
転
免
許

証
等
）
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※

相
談
内
容
に
よ
っ
て
必
要
書
類
が

違
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
問
合
先　

大
和
高
田
年
金

事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

　

大
和
高
田
年
金
事
務
所
で
、
年
金

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
予
約
い

た
だ
く
と
、
相
談
内
容
に
あ
っ
た
ス

タ
ッ
フ
が
事
前
に
準
備
の
う
え
対
応

し
ま
す
。

■
相
談
実
施
時
間

８
時
30
分
〜
18
時
（
月
曜
日
）

８
時
30
分
〜
16
時
（
火
〜
金
曜
日
）

９
時
30
分
〜
15
時
（
第
２
土
曜
）

■
電
話
予
約
受
付
時
間

８
時
30
分
〜
19
時
（
月
曜
日
）

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
火
〜
金

曜
日
）

９
時
30
分
〜
16
時
（
第
２
土
曜
）

■
予
約
先

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所
（
大
和
高

田
市
幸
町
５
番
11
号
）

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

▼
予
約
受
付
専
用
電
話

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
４
８
９
０

年
金
事
務
所
の

年
金
事
務
所
の

予
約
相
談

予
約
相
談

年
金
事
務
所
の

予
約
相
談

日
本
年
金
機
構
の

日
本
年
金
機
構
の

出
張
相
談

出
張
相
談

日
本
年
金
機
構
の

出
張
相
談

9
月
で
終
了

免除の種類 承認後の納付額

保
険
料
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
人
へ
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軽減割合
改正前 改正後

軽減対象となる所得の基準
　

平
成
30
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
を
７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま

す
。
各
世
帯
の
課
税
額
、
納
期
限
、
納
期
別
金
額
、
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ

れ
る
金
額
な
ど
を
納
税
通
知
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
に

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

毎
年
、
納
税
通
知
書
到
着
後

は
、
窓
口
・
電
話
と
も
に
大
変

混
雑
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
普
通
徴
収
の
世
帯
（
納
付
書
ま
た

は
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
る
世

帯
）

　

１
年
間
の
国
保
税
を
７
月
か
ら

翌
年
２
月
ま
で
の
８
回
に
分
け
て

納
付
す
る
方
法
と
、
７
月
に
一
括

で
納
付
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

■
前
年
度
に
特
別
徴
収
で
納
付
し
た

世
帯
（
年
金
天
引
き
で
納
付
し
た

世
帯
）

　
　

世
帯
構
成
に
変
更
ま
た
は
、
世

帯
の
中
に
今
年
度
中
に
75
歳
に
な

る
人
が
い
な
い
場
合
、
今
年
度
も

特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。
65
歳
未

満
の
人
が
追
加
加
入
し
た
場
合
な

ど
は
普
通
徴
収
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

■
前
年
度
中
に
特
別
徴
収
の
要
件
を

満
た
し
た
世
帯
（
65
歳
以
上
の
加

入
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
な
ど
）

　

納
付
方
法
が
10
月
か
ら
特
別
徴

収
に
な
り
ま
す
が
、
９
月
ま
で
は

普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
の
で
、
届

い
た
納
付
書
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
合
先　

保
険
課

　
（
内
線
２
６
６
、
３
６
８
）

７
月
中
旬
に
発
送
。
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

国
保
税
の
税
率
等
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
30
年
度
、
国
保
税
の
税

率
な
ど
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

必
要
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
安
心

し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
県
・

市
町
村
・
関
係
機
関
が
連
携
し
、

医
療
提
供
体
制
の
整
備
や
医
療

費
の
適
正
化
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

所得割額

平等割額

均等割額

課税限度額

基準総所得
金額（※）
×税率

区分（対象者）
改正前

（加入者全員が負担）
医療保険分

加入者 1人
あたり
１世帯
あたり

8.3％

24,700 円

20,700 円

改正後

7.6％

25,500 円

20,000 円

改正前

2.3％

7,100 円

6,000 円

（加入者全員が負担）
後期高齢者医療支援分

改正後

2.8％

9,000 円

7,600 円

（40 歳～ 64 歳の加入者が負担）
介護保険分

改正前

1.9％

11,500 円

－

改正後

2.8％

17,300 円

－

540,000 円 580,000 円 190,000 円 190,000 円 160,000 円 160,000 円

※

基
準
総
所
得
金
額
と
は
、
国
保
加
入
者
の
前
年
中
の

総
所
得
金
額
等
か
ら
基
礎
控
除
33
万
円
を
差
し
引
い
た

額
の
合
計
と
な
り
ま
す
。

み
ん
な
で
支
え
あ
い

国民健康保険税（国保税）国民健康保険税（国保税）国民健康保険税（国保税）国民健康保険税（国保税）国民健康保険税（国保税）国民健康保険税（国保税）国民健康保険税（国保税）国保税・後期高齢者医療
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世
帯
の
前
年
分
の
所
得
が
基
準
以
下
の
場
合
、

国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
こ
の
軽
減
の
基
準
と

な
る
所
得
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
国
保
税
を
軽
減

さ
れ
る
対
象
者
の
範
囲
が
広
が
り
ま
し
た
。

※世帯主の所得は、国民健康保険への加入・未加入にかかわらず所得判
　定の対象になります。
※軽減を受けるには前年分の所得を申告していることが必要です。

国
保
税
が
軽
減
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す

前年の世帯の所得が 33 万円以下

前年の世帯の所得が 33 万円＋
（27 万円×被保険者数）以下

前年の世帯の所得が 33 万円＋
（49 万円×被保険者数）以下

改正前と同じ

前年の世帯の所得が 33 万円＋
（27.5万円×被保険者数）以下

前年の世帯の所得が 33 万円＋
（50万円×被保険者数）以下

７割

２割

５割

軽減割合軽減割合
改正前改正前 改正後改正後

軽減対象となる所得の基準軽減対象となる所得の基準軽減割合
改正前 改正後

軽減対象となる所得の基準

■
保
険
料
決
定
通
知
を
郵
送

し
ま
す

　

平
成
30
年
度
の
保
険
料
決

定
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。
保

険
料
は
、
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
る
場
合
（
特
別
徴
収
）

と
口
座
振
替
や
納
付
書
な
ど

で
納
め
る
場
合
（
普
通
徴
収
）

が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
年
金
天
引
き
の

人
で
も
普
通
徴
収
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
封
筒
は
必

ず
開
封
し
て
中
身
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
は
被
保
険
者
み
な

さ
ん
の
医
療
費
を
支
え
る
財

源
と
な
り
ま
す
の
で
必
ず
納

め
て
く
だ
さ
い
。

※
保
険
料
は
平
成
29
年
中
の

所
得
に
基
づ
い
て
決
定
さ

れ
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
、

保
険
料
決
定
通
知
を
郵
送
し
ま
す

■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

　

８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る

新
し
い
被
保
険
者
証
が
、
７

月
中
旬
に
簡
易
書
留
で
郵
送

さ
れ
ま
す
。
新
し
い
被
保
険

者
証
は
、
右
上
に
あ
る
有
効

期
限
が
「
平
成
31
年
７
月
31

日
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す

■「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
の
申
請
に
つ
い
て

　

こ
の
認
定
証
は
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
が
対
象
の
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
と
、
３

割
負
担
の
一
部
の
人
が
対
象
（
平
成

30
年
８
月
か
ら
適
用
）
の
「
限
度
額

適
用
認
定
証
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま

す
。
外
来
診
療
や
入
院
時
に
医
療
機

関
に
提
示
す
る
と
医
療
費
（
保
険
適

用
分
）
が
減
額
さ
れ
ま
す
。「
限
度

額
適
用
認
定
証
」
の
対
象
と
な
る
人

に
は
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
保

険
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

平
成
30
年
７
月
31
日
ま
で
の
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
引

き
続
き
認
定
さ
れ
た
人
に
は
、
新

た
な
認
定
証
を
郵
送
し
ま
す
の
で

申
請
は
不
要
で
す
。

■
問
合
先　

保
険
課

　
（
内
線
３
７
３
）

※

郵
便
を
転
送
し
て
い
る
人
は
、
転

送
期
間
（
１
年
）
が
経
過
し
て
い

な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

国民健康保険税（国保税）国民健康保険税（国保税）国民健康保険税（国保税）国保税・後期高齢者医療国保税・後期高齢者医療国保税・後期高齢者医療
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■
現
在
受
給
資
格
が
あ
る
人

　

現
在
の
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
受
給
資
格
は

７
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

手
続
き
の
必
要
な
人
に
は
申
請
書
類
を
郵
送
し

て
い
ま
す
の
で
、
更
新
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

更
新
書
類
等
の
送
付
が
な
い
人
は
、
自
動
更
新

さ
れ
ま
す
。

福
祉
医
療
助
成
制
度
の
更
新
・
新
規
申
請
手
続

■
問
合
先　

保
険
課

※子ども医療については、資格証の更新はありませ
んが、養育者の所得確認が必要ですので必ず所得
の申告をしてください。

制度名

子ども医療

ひとり親
家庭等医療

心身障害者
医療

重度心身障害
老人等医療

対　　象　　者
０歳から中学生（卒業する年度の 3
月 31日まで）の子

１歳以上 75歳未満で、身体障害者
手帳１・２級または奈良県発行の療
育手帳Ａ１・Ａ２を持っている人

①配偶者のいない父または母に扶養され
ている児童（満 18歳に達する日以後
の最初の 3月 31日までの児童。以下
同じ。）
②上記①の児童を扶養している配偶者の
いない父または母
③父母ともにいない児童
④上記③の児童を養育している配偶者の
いない祖父、祖母、兄または姉等

後期高齢者医療制度に該当する人
で、身体障害者手帳１・２級また
は奈良県発行の療育手帳Ａ１・Ａ２
を持っている人

福祉医療制度の対象者 申
請
書
が
届
い
た
ら
手
続
を
し
ま
し
ょ
う

福祉医療助成制度福祉医療助成制度福祉医療助成制度

■
新
し
く
申
請
す
る
人

　

福
祉
医
療
制
度
の
対
象
者
で
、
新
た
に

医
療
費
助
成
制
度
を
希
望
す
る
場
合
は
申

請
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
方
法
、

必
要
書
類
、
所
得
要
件
等
は
事
前
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※

各
福
祉
医
療
制
度
の
助
成
対
象
者
は
、

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
で
、
次
の
要
件
に
該
当

す
る
人
で
す
。

■問合先　保険課
　（内線３７３・３９３）

■
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
・
特

定
疾
病
療
養
受
給
者
証
を
郵

送
し
ま
す

　

高
齢
受
給
者
証
（※

１
）
ま

た
は
特
定
疾
病
療
養
受
給
者
証

（※

２
）
を
７
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
。

※

１　

平
成
31
年
７
月
31
日
ま

で
に
75
歳
に
な
る
人
の
有
効

期
限
は
、
誕
生
日
の
前
日
ま

で
で
す
。

※

２　

昭
和
23
年
７
月
31
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
の
有
効
期

限
は
、
75
歳
の
誕
生
日
の
前

日
ま
で
で
す
。

高
齢
受
給
者
証
・
特
定
疾
病
療
養
受
給
者
証
・

限
度
額
適
用
認
定
証
の
更
新

有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す

■
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用

認
定
証
と
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
は
申

請
手
続
が
必
要
で
す

　

引
き
続
き
認
定
証
が
必
要
な

人
や
新
規
で
交
付
申
請
す
る
場

合
は
、
保
険
課
の
窓
口
で
申
請

手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物　

国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
、
印
鑑
（
現
在
認

定
証
を
持
っ
て
い
る
人
は
認

定
証
も
必
要
）

※

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

保
険
課

　
（
内
線
２
６
７
・
３
６
７
）

国民健康保険国民健康保険国民健康保険

シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い
る
⼈

を
⾒
か
け
た
ら

シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い
る
⼈

を
⾒
か
け
た
ら

⾒
守
り
あ
ん
し
ん
シ
ー
ル

と
は
・
・
・

⾒
守
り
あ
ん
し
ん
シ
ー
ル

と
は
・
・
・

無
料
配
布
し
ま
す

無
料
配
布
し
ま
す

申
請
・
問
合
先

申
請
・
問
合
先

介護（見守り・予防）
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介護保険介護保険 介護保険
介護福祉課

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
を

７
月
初
旬
に
郵
送
し
ま
す

65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
に

　

65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
（
第
１
号

被
保
険
者
）
の
介
護
保
険
料
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
費
用
な
ど

か
ら
算
出
し
た
「
基
準
額
」
を
も

と
に
、
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
、

下
の
表
の
と
お
り
算
定
さ
れ
ま

す
。

　

平
成
30
年
度
の
五
條
市
の
「
基

準
額
」
は
、
年
額
７
７
４
０
０
円

（
月
額
６
４
５
０
円
）で
す
。ま
た
、

所
得
段
階
が
第
１
段
階
の
人
に
つ

い
て
は
、
保
険
料
の
軽
減
（
基
準

額×

０
．
５
０
か
ら
基
準
額×

０
．
４
５
へ
）が
行
な
わ
れ
ま
す
。

■
介
護
保
険
料
の
決
ま
り
方

■
介
護
保
険
料
の
納
め
方

　

原
則
と
し
て
年
金
か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
受

給
し
て
い
る
年
金
額
等
に
よ
っ
て
納
め
方
は
２
種
類
に
分

か
れ
ま
す
。
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
納
め
る
保
険
料
は
、

65
歳
に
な
っ
た
月
（
65
歳
の
誕
生
日
の
前
日
が
属
す
る
月
）

の
分
か
ら
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼年金の定期払い（年６回）の際に、
保険料があらかじめ差し引かれて
年金が支給されます。
※年度途中で 65 歳になった人や他市
町村から転入した人は、すぐに特
別徴収できないので、納付書等で
の納付（普通徴収）になります。

▼介護福祉課から送付する納付書で
個別に保険料を納めます（年８回）。
▼納付場所は市指定の金融機関また
は介護福祉課、各支所の窓口とな
ります。
▼口座振替で保険料を納めることも
できます。手続は、保険料の納付書、
預金通帳、通帳届出印をもって、
介護福祉課、各支所または市指定
の金融機関で申し込んでください。

※介護保険料の年額や納め方については、７月初旬に郵送する書類で確認してください。

①年金が年額 18万円以上の人は
　年金から天引き（特別徴収）
になります

②年金が年額 18万円未満の人は
　納付書等での納付（普通徴収）
になります

第１号被保険者を所得別 13段階に分けた介護保険料率表

第１段階

第６段階

第８段階

第７段階

第５段階

第４段階

第３段階

第２段階

第10段階

第９段階

第11段階

第12段階

所得段階 対　　　象　　　者 調整率 年間保険料

▼世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額
と課税年金収入額の合計が 120 万円を超える人

▼生活保護を受給している人
▼老齢福祉年金を受給している人で、世帯全員が住
民税非課税の人

▼世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額
と課税年金収入額の合計が 80 万円以下の人

▼世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額
と課税年金収入額の合計が 80 万円を超える人

▼世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民
税非課税で前年の合計所得金額と課税年金収入額の合
計が 80 万円以下の人

▼世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税
非課税で第 4段階に該当しない人

▼本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 120 万円
未満の人

▼本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 120 万円
以上 200 万円未満の人

▼本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 200 万円
以上 300 万円未満の人

▼本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 300 万円
以上 400 万円未満の人

▼本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 400 万円
以上 600 万円未満の人

▼本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 600 万円
以上 800 万円未満の人

▼本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 800 万円
以上 1000 万円未満の人

基準額
×1.00
基準額
×1.20

基準額
×1.50

基準額
×1.30

基準額
×1.60
基準額
×1.75

基準額
×2.00

基準額
×1.80

基準額
×0.45

基準額
×0.70

基準額
×0.90

基準額
×0.75

69,660円

77,400円

92,880円

100,620円

116,100円

123,840円

135,450円

139,320円

154,800円

58,050円

54,180円

34,830円

第13段階 ▼本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 1000 万円
以上の人

基準額
×2.10 162,540円

１６０万円以上

１６０万円未満
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介護保険介護保険介護保険
■
介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
？

　

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
、
保
険
料
の
滞
納
が
続
く
場
合
、
未
納
期
間
に

応
じ
て
介
護
給
付
が
一
時
差
し
止
め
に
な
っ
た
り
、
利
用
者
負
担
が
１
割
ま

た
は
２
割
か
ら
３
割
に
な
っ
た
り
す
る
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。
保
険
料
は
納

期
限
ま
で
に
必
ず
納
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
１
年
以
上
滞
納
す
る
と

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
費
用
の
全
額

を
い
っ
た
ん
利
用
者
が
負
担
し
、
申

請
に
よ
り
、
あ
と
で
９
割
ま
た
は
８

割
相
当
分
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

▼
１
年
６
か
月
以
上
滞
納
す
る
と

　

費
用
の
全
額
を
利
用
者
が
負
担
し
、

申
請
後
も
保
険
給
付
の
一
部
、
ま
た

は
全
部
が
一
時
的
に
差
し
止
め
と
な

り
、
滞
納
し
て
い
た
保
険
料
に
充
て

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
２
年
以
上
滞
納
す
る
と

　

納
期
限
か
ら
２
年
以
上
滞
納
す
る

と
、
時
効
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
と
き
の
利
用
者
負
担
が
３
割

（
利
用
者
負
担
割
合
が
元
々
３
割
の

人
は
４
割
）に
な
り
、高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
や
食
費
・
居
住
費
の
負
担
軽

減（
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
）

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

※

上
記
給
付
の
制
限
と
は
別
に
、
滞

納
が
続
く
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
令

に
基
づ
く
滞
納
処
分
（
預
貯
金
の

差
し
押
さ
え
な
ど
）
を
行
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。
滞
納
し
て
い
る
保

険
料
が
あ
る
人
は
、
必
ず
介
護
福

祉
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

介
護
福
祉
課

　
（
内
線
２
９
４
・
４
０
０
）

　

要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を
受
け

た
人
全
員
に
、
利
用
者
負
担
の
割
合

（
１
割
、
２
割
、
３
割
）
が
記
載
さ

れ
た
「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」
を

７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に

は
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
介
護
保
険

被
保
険
者
証
と
介
護
保
険
負
担
割
合

証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

有
効
期
限
は
８
月
１
日
か
ら
平
成

31
年
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

※

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
第
２
号
被
保
険
者
（
65
歳
未

満
の
人
）
は
一
律
１
割
負
担
で
す
。

■
問
合
先　

介
護
福
祉
課

　
（
内
線
２
９
４
・
４
０
０
）

介
護
保
険
負
担
割
合
証

が
発
行
さ
れ
ま
す

８
月
１
日
か
ら
の

１割負担

２割負担

同一世帯の６５歳以上の人

の年金収入＋

その他の合計所得金額

３割負担

２割負担の人のうち、特に所得の高い人は利用者負担が３割負担になります。

本人の

合計所得金額（※１）

が１６０万円以上

２２０万円未満

本人の

合計所得金額（※１）

が１６０万円未満

ただし

６５歳

以上の人

単身世帯：２８０万円未満

２人以上世帯：３４６万円未満

本人の

合計所得金額（※１）

が２２２０万円以上

年金収入＋その他の合計所得金額の合計額が
単身世帯で３４０万円以上、または２人以上世帯で
４６３万円以上

年金収入＋その他の合計所得金額の合計額が
単身世帯で３４０万円未満、または２人以上世帯で
４６３万円未満

８月から

介護保険負担割合の変更

（※１）合計所得金額とは…収入金額から必要経費に相当する金額を控除した後の金額のことで、扶
養控除や医療費控除などの所得控除をする前の金額です。８月からは、「合計所得金額から長期譲渡
所得及び短期譲渡所得に係る特別控除額」を控除した金額を用います。

３割負担

同一世帯の 65 歳以上の人

の年金収入＋その他の合計

所得金額 （※１）

15 Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１

目　

次

目　

次

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

ま
な
び

ま
な
び

防　

災

防　

災

こ
そ
だ
て

こ
そ
だ
て

カ
ル
ム

カ
ル
ム

く
ら
し

く
ら
し

市
政
報
告

市
政
報
告

市
民
市
民ごよ

み

ご
よ
み



こ
ろ
ば
ぬ
先
の

運
動
教
室

運
動
指
導
で
筋
力
ア
ッ
プ

　

理
学
療
法
士
の

指
導
を
受
け
な
が

ら
、
運
動
機
器
を

使
っ
た
運
動
で
、

自
主
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
め
ざ

し
ま
す
。

■
開
催
日　

８
月
17
日(

金)

〜
11
月

30
日(

金)

の
毎
週
金
曜
日

　
（
全
15
回
）

■
時
間　

13
時
30
分
〜
15
時

■
場
所　

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

（
五
條
４
丁
目
５
番
28
号
）

■
対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
人

※

主
治
医
か
ら
運
動
を
制
限
さ
れ
て
い

る
人
お
よ
び
昨
年
度
こ
の
教
室
を
修

了
し
た
人
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

※

送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
定
員　

８
人
（
先
着
順
）

■
費
用　

無 

料

■
申
込
締
切　

７
月
27
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
内
線
３
０
９
）

元
気
な
身
体
づ
く
り
が

健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
す
（
五
條
市
委
託
事
業
）

　

加
齢
に
伴
う
心
身
機
能
の
低
下

に
よ
り
転
倒
の
お
そ
れ
の
あ
る
人

や
、
内
容
に
興
味
の
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
内
容　

▼
転
倒
に
つ
い
て
の
講

義
▼
体
力
測
定
▼
理
学
療
法
士

に
よ
る
運
動
指
導
（
ス
ト
レ
ッ

チ
・
筋
力
増
強
運
動
・
バ
ラ
ン

ス
運
動
）▼
歩
行
指
導
▼
自
宅
で

継
続
し
て
行
え
る
自
主
運
動
指

導
▼
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ　

な
ど

■
日
時　

７
月
４
日
、11
日
、18
日
、

25
日
（
す
べ
て
水
曜
日
）

13
時
30
分
〜
15
時

■
場
所　

北
宇
智
公
民
館

■
対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

で
、
継
続
し
て
参
加
で
き
る
人

■
費
用　

無
料 転

倒
骨
折
予
防
教
室

　
い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
身
体
づ
く

り
が
で
き
る
講
座
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
内
容　

最
先
端
の
器
具
を
用
い

て
、
自
分
の
カ
ラ
ダ
を
知
る
と

こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
。
健
康
運

動
指
導
士
に
よ
る
運
動
指
導
、

理
学
療
法
士
や
管
理
栄
養
士
に

よ
る
講
義
、
柔
道
整
復
師
に
よ

る
フ
ッ
ト
ケ
ア
、
イ
ン
ソ
ー
ル

（
靴
の
中
敷
き
）
作
成
の
た
め
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
楽
に
歩

け
る
身
体
づ
く
り
を
提
案
し
ま

す
。

■
日
時　

７
月
15
日
、
７
月
22
日
、

７
月
29
日
、
８
月
５
日
（
す
べ

て
日
曜
日
）　

13
時
30
分
〜
15
時

■
場
所　

阪
合
部
小
学
校　

■
対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

で
、
継
続
し
て
参
加
で
き
る
人

■
定
員　

先
着
30
人

■
費
用　

無
料

■
持
ち
も
の　

動
き
や
す
い
服
装
・

運
動
靴
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物

※

駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
来

て
く
だ
さ
い
。

※

送
迎
希
望
の
人
は
、
事
前
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

社
会
福
祉
法

人　

正
和
会　

居
宅
介
護
支
援

事
業
所　

音
和
舎
彩
羽　

担
当

か
せ
谷
・
上
山

☎
２
３
・
０
７
１
１

■
持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
・
運

動
靴

※

送
迎
希
望
の
人
は
、
事
前
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

社
会
福
祉
法
人

三
寿
福
祉
会　

在
宅
複
合
型
施
設

友
語
苑　

担
当　

脇
元
・
寺
西

☎
２
６
・
１
８
１
８

友
語
苑

友
語
苑

ゆ
う
ご
え
ん

音
和
舎
彩
羽

音
和
舎
彩
羽

お
と
わ
や
い
ろ
は

元気な身体づくり元気な身体づくり元気な身体づくり社会福祉

16くらしのメモ



友
語
苑

音
和
舎
彩
羽

第
68
回
　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

強
調
月
間

　
　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動　

は
、
す

べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・

安
心
な
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

　

期
間
中
は
、
街
頭
啓
発
、
小
・
中
学
生

に
よ
る
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
、
広
報
車
に
よ

る
市
内
巡
回
啓
発
、「
愛
の
善
意
募
金
」
運

動
等
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

■
行
動
目
標

①
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安
心
な

　

地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
取
組
を
進

　

め
よ
う

②
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立
ち

　

直
り
を
支
え
よ
う

■
内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

▼
日
時　

７
月
３
日
（
火
）
10
時

▼
場
所　

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
五
條
（
旧
消
防
庁
舎
）
前

■
保
護
司
に
よ
る
電
話
相
談

　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
や
そ
の
家

族
か
ら
の
電
話
相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
些
細
な
事
で
も
結
構
で
す
。
ひ

と
り
で
悩
ま
な
い
で
、
電
話
し
て
く
だ
さ

い
。▼

更
生
保
護
「
ひ
ま
わ
り
テ
レ
ホ
ン
電

話
相
談
」
月
曜
日
〜
土
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
13
時
〜
16
時

☎
０
７
４
２
・
２
０
・
６
０
０
０

▼
五
條
地
区
保
護
司
会　

月
曜
日
〜
金

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
13
時
〜
16
時

☎
２
４
・
３
０
１
１

■
幸
福
（
し
あ
わ
せ
）
の
黄
色
い
羽
根

　

幸
福
な
社
会
の
実
現
を
願
い
、「
幸
福
（
し

あ
わ
せ
）
の
黄
色
い
羽
根
」
を
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
と
し
て
い
ま
す
。

■
実
施
団
体　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

五
條
市
推
進
委
員
会

■
問
合
先　

社
会
福
祉
課

（
内
線
２
０
９
）

７
月
１
日
〜
７
月
31
日

　

現
在
、
精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
を
利
用
し
て
い
る
人
の
受
給
資
格
は
７

月
31
日
で
一
旦
満
了
し
ま
す
。
更
新
・
新
規
の
手
続
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

精
神
障
害
者
医
療
費
助
成

更
新
・
新
規
申
請
手
続
を
受
け
付
け
ま
す

■
新
た
に
申
請
す
る
場
合　

　

資
格
要
件
に
該
当
し
、
新
た
に
医
療
費

助
成
制
度
を
希
望
す
る
場
合
は
申
請
手
続

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
請
方
法
・
必
要

書
類
・
所
得
要
件
等
は
事
前
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■
助
成
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
次
の
要
件

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人
で
す
。
た

だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
ま
た

は
２
級
を
持
っ
て
い
る
人

▼
市
内
に
住
民
票
が
あ
り
、
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人

▼
福
祉
医
療
制
度
（
子
ど
も
医
療
・
心
身

障
害
者
医
療
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
・

重
度
心
身
障
害
老
人
等
医
療
）
を
利
用

し
て
い
な
い
人

■
問
合
先　

社
会
福
祉
課

 　
（
内
線
２
０
９･

２
９
９
）

必
要
な
人
は
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い

■
現
在
受
給
資
格
が
あ
る
場
合

▼
資
格
要
件
お
よ
び
所
得
を
確
認
で

き
た
人

　

自
動
更
新
に
な
る
の
で
、
手
続
は
不
要

で
す
。
現
在
、医
療
費
受
給
資
格
証
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
７
月
下
旬
に
新
し
い
資
格

証
を
郵
送
し
ま
す
。

▼
資
格
要
件
お
よ
び
所
得
を
確
認
で

き
な
か
っ
た
人

　

６
月
下
旬
に
申
請
書
類
を
郵
送
し
て
い

ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認
し
、
早
め
に
更

新
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
更
新
手
続

を
し
な
い
と
、
８
月
１
日
か
ら
制
度
の
適

用
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※

住
所
・
氏
名
・
健
康
保
険
等
の
変
更
が

あ
れ
ば
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

※

８
月
１
日
以
降
の
受
給
資
格
は
前
年
中

の
所
得
で
判
定
し
ま
す
の
で
、
申
告
が

ま
だ
の
人
は
必
ず
所
得
の
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

元気な身体づくり社会福祉社会福祉社会福祉
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災
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て
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■問合先　みどり園　☎２４・４１１１

耐震診断・改修について

木造住宅耐震診断・
耐震改修工事補助事業を実施します

安心・安全のまちづくりのために

　五條市では、安心・安全なまちづくりを目指して、木造

住宅の耐震化促進に取り組んでいます。本年度も耐震診断

の補助事業と耐震改修工事の補助事業を実施しますので、

次のとおり希望者を募集します。

排水設備 公共下水道
（個人管理） （市管理）

宅地 道路

トイレ お風呂 台所

汚水管 下水道管

汚水ます

雨
ど
い
の
誤
接
続
は
な
い
か
、

  

汚
水
ま
す
の
フ
タ
が

　

壊
れ
て
い
な
い
か
を
確
認
！

下水道課からお願い下水道課からお願い
■申込・問合先■申込・問合先　建設課（内線 279）　建設課（内線 279）

下
水
道
へ
の
雨
水
侵
入
防
止
に

下
水
道
へ
の
雨
水
侵
入
防
止
に

　

協
力
お
願
い
し
ま
す

　

協
力
お
願
い
し
ま
す

　

五
條
市
の
公
共
下
水
道
は
、
ト

　

五
條
市
の
公
共
下
水
道
は
、
ト

イ
レ
・
台
所
・
お
風
呂
な
ど
か
ら

イ
レ
・
台
所
・
お
風
呂
な
ど
か
ら

出
る
汚
水
は
下
水
管
に
、
雨
水
は

出
る
汚
水
は
下
水
管
に
、
雨
水
は

雨
水
管
や
水
路
に
流
す
分
流
式
下

雨
水
管
や
水
路
に
流
す
分
流
式
下

水
道
で
す
。

水
道
で
す
。

　

大
雨
の
日
に
大
量
の
雨
水
が
下

　

大
雨
の
日
に
大
量
の
雨
水
が
下

水
道
施
設
に
流
れ
込
み
、
処
理
場

水
道
施
設
に
流
れ
込
み
、
処
理
場

の
負
荷
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
ま

の
負
荷
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
ま

た
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
汚
水
が
あ
ふ

た
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
汚
水
が
あ
ふ

れ
た
り
、
水
圧
で
舗
装
等
が
破
損

れ
た
り
、
水
圧
で
舗
装
等
が
破
損

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

■
異
常
が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ

■
異
常
が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ

さ
い
さ
い

▼
雨
ど
い
が
誤
っ
て
汚
水
ま
す
に

▼
雨
ど
い
が
誤
っ
て
汚
水
ま
す
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

つ
な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

▼
汚
水
ま
す
の
フ
タ
が
壊
れ
て
、

▼
汚
水
ま
す
の
フ
タ
が
壊
れ
て
、

雨
水
が
侵
入
し
て
い
ま
せ
ん

雨
水
が
侵
入
し
て
い
ま
せ
ん

か
？
か
？

▼
雨
の
日
に
水
道
を
使
っ
て
い
な

▼
雨
の
日
に
水
道
を
使
っ
て
い
な

い
の
に
、
汚
水
ま
す
の
中
を
大

い
の
に
、
汚
水
ま
す
の
中
を
大

量
の
水
が
流
れ
て
い
ま
せ
ん

量
の
水
が
流
れ
て
い
ま
せ
ん

か
？
か
？

■
注
意
し
て
く
だ
さ
い

■
注
意
し
て
く
だ
さ
い

▼
雨
の
日
に
雨
水
を
排
水
す
る
た

▼
雨
の
日
に
雨
水
を
排
水
す
る
た

め
に
汚
水
ま
す
の
フ
タ
を
故
意

め
に
汚
水
ま
す
の
フ
タ
を
故
意

に
開
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

に
開
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

▼
市
が
指
定
し
た
排
水
設
備
指
定

▼
市
が
指
定
し
た
排
水
設
備
指
定

工
事
店
で
な
い
と
工
事
は
で
き

工
事
店
で
な
い
と
工
事
は
で
き

ま
せ
ん
。

ま
せ
ん
。

雨
水
が
下
水
管
に
流
れ
て
い
ま
せ
ん
か

雨
水
が
下
水
管
に
流
れ
て
い
ま
せ
ん
か

■
問
合
先　

下
水
道
課

■
問
合
先　

下
水
道
課

　
（
内
線
３
９
５
）

　
（
内
線
３
９
５
）

下
水
道
へ
の
雨
水
侵
入
防
止
に

　

協
力
お
願
い
し
ま
す

　

五
條
市
の
公
共
下
水
道
は
、
ト

イ
レ
・
台
所
・
お
風
呂
な
ど
か
ら

出
る
汚
水
は
下
水
管
に
、
雨
水
は

雨
水
管
や
水
路
に
流
す
分
流
式
下

水
道
で
す
。

　

大
雨
の
日
に
大
量
の
雨
水
が
下

水
道
施
設
に
流
れ
込
み
、
処
理
場

の
負
荷
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
ま

た
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
汚
水
が
あ
ふ

れ
た
り
、
水
圧
で
舗
装
等
が
破
損

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

汚
水
ま
す
の
場
所
や
点
検
方
法

　

汚
水
ま
す
の
場
所
や
点
検
方
法

が
分
か
ら
な
い
、破
損
が
見
つ
か
っ

が
分
か
ら
な
い
、破
損
が
見
つ
か
っ

た
の
で
修
繕
し
た
い
、
と
い
っ
た

た
の
で
修
繕
し
た
い
、
と
い
っ
た

場
合
に
は
、
下
水
道
課
ま
た
は
五

場
合
に
は
、
下
水
道
課
ま
た
は
五

條
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
（

條
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
（※

）

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
異
常
が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ

さ
い

▼
雨
ど
い
が
誤
っ
て
汚
水
ま
す
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

▼
汚
水
ま
す
の
フ
タ
が
壊
れ
て
、

雨
水
が
侵
入
し
て
い
ま
せ
ん

か
？

▼
雨
の
日
に
水
道
を
使
っ
て
い
な

い
の
に
、
汚
水
ま
す
の
中
を
大

量
の
水
が
流
れ
て
い
ま
せ
ん

か
？

■
注
意
し
て
く
だ
さ
い

▼
雨
の
日
に
雨
水
を
排
水
す
る
た

め
に
汚
水
ま
す
の
フ
タ
を
故
意

に
開
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

▼
市
が
指
定
し
た
排
水
設
備
指
定

工
事
店
で
な
い
と
工
事
は
で
き

ま
せ
ん
。

雨
水
が
下
水
管
に
流
れ
て
い
ま
せ
ん
か

■
問
合
先　

下
水
道
課

　
（
内
線
３
９
５
）

み
ど
り
園

　

だ
よ
り

スプレー缶、カセットボンベ

作
品
展

ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル

フ
ラ
ワ
ー
作
品
展

消
費
生
活
相
談
窓
口

相
談
事
例

助
言

■
問
合
先　

消
費
生
活
相
談
窓
口　

　
（
内
線
３
８
６
）

　

毎
週
月
・
木　

10
時
〜
15
時

ス
マ
ホ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
管
理
は

で
き
て
い
ま
す
か

子
供
未
来
塾

耐震改修工事補助事業耐震改修工事補助事業
■補助の対象工事　次のすべての条件を満たすものとします。■補助の対象工事　次のすべての条件を満たすものとします。
　▼昭和 56年５月 31 日以前に建築された在来軸組工法の木造住宅▼昭和 56年５月 31 日以前に建築された在来軸組工法の木造住宅

　▼市内の木造住宅で、耐震診断を行った住宅の耐震改修工事　▼市内の木造住宅で、耐震診断を行った住宅の耐震改修工事
　▼補助対象となる耐震改修工事の費用が 50万円以上の工事　▼補助対象となる耐震改修工事の費用が 50万円以上の工事
　▼工事前の構造評点 1.0 未満のものを 1.0 以上の数値にする改修工事　▼工事前の構造評点 1.0 未満のものを 1.0 以上の数値にする改修工事
　　　　または、工事前の構造評点 0.7 未満を 0.7 以上の数値にする改修工事または、工事前の構造評点 0.7 未満を 0.7 以上の数値にする改修工事
　▼補助金交付決定後、工事に着手し平成 31年２月 15 日までに完了す　▼補助金交付決定後、工事に着手し平成 31年２月 15 日までに完了す
　　るもの　　るもの
　▼市税の滞納がないこと　▼市税の滞納がないこと
　※交付決定前に着手・契約した工事は交付金を受けられません。※交付決定前に着手・契約した工事は交付金を受けられません。
■補助金の額■補助金の額
　▼耐震改修工事費が 50万円以上 87 万円以下　一律 20万円　▼耐震改修工事費が 50万円以上 87 万円以下　一律 20万円
　▼87 万円を超えるもの　工事費の 23％（上限 50 万円）　▼87万円を超えるもの　工事費の 23％（上限 50 万円）
■募集件数　３件（先着順）■募集件数　３件（先着順）
■受付期間　７月９日（月）～ 12月 10 日（月）■受付期間　７月９日（月）～ 12月 10 日（月）
※土日祝日を除く※土日祝日を除く

■補助の対象住宅は以下に該当する家屋とします。■補助の対象住宅は以下に該当する家屋とします。

　▼昭和 56年５月 31 日以前に建築された　▼昭和 56年５月 31 日以前に建築された

　　在来軸組工法の木造住宅　　在来軸組工法の木造住宅

　▼延べ床面積 250 ㎡以下かつ地階を除く　▼延べ床面積 250 ㎡以下かつ地階を除く

　　階数が２以下のもの　　階数が２以下のもの

　▼その他の条件に関しては問い合せてください。　▼その他の条件に関しては問い合せてください。

※補助対象者　住宅の所有者※補助対象者　住宅の所有者

■診断の費用は無料です　■診断の費用は無料です　

■募集件数　20件（先着順）■募集件数　20件（先着順）

■受付期間　７月９日（月）～ 20日（金）■受付期間　７月９日（月）～ 20日（金）

※土日祝日を除く※土日祝日を除く

※両事業とも募集件数に達し次第締め切りますので、希望する人は早めに申請してください。※両事業とも募集件数に達し次第締め切りますので、希望する人は早めに申請してください。申請に関する申請に関する

書類は建設課で配布します。詳細については問い合せてください。書類は建設課で配布します。詳細については問い合せてください。

耐震改修工事補助事業
■補助の対象工事　次のすべての条件を満たすものとします。
　▼昭和 56年５月 31 日以前に建築された在来軸組工法の木造住宅

　▼市内の木造住宅で、耐震診断を行った住宅の耐震改修工事
　▼補助対象となる耐震改修工事の費用が 50万円以上の工事
　▼工事前の構造評点 1.0 未満のものを 1.0 以上の数値にする改修工事
　　または、工事前の構造評点 0.7 未満を 0.7 以上の数値にする改修工事
　▼補助金交付決定後、工事に着手し平成 31年２月 15 日までに完了す
　　るもの
　▼市税の滞納がないこと
　※交付決定前に着手・契約した工事は交付金を受けられません。
■補助金の額
　▼耐震改修工事費が 50万円以上 87 万円以下　一律 20万円
　▼87 万円を超えるもの　工事費の 23％（上限 50 万円）
■募集件数　３件（先着順）
■受付期間　７月９日（月）～ 12月 10 日（月）
※土日祝日を除く

■補助の対象住宅は以下に該当する家屋とします。

　▼昭和 56年５月 31 日以前に建築された

　　在来軸組工法の木造住宅

　▼延べ床面積 250 ㎡以下かつ地階を除く

　　階数が２以下のもの

　▼その他の条件に関しては問い合せてください。

※補助対象者　住宅の所有者

■診断の費用は無料です　

■募集件数　20件（先着順）

■受付期間　７月９日（月）～ 20日（金）

※土日祝日を除く

耐震診断補助事業耐震診断補助事業

※両事業とも募集件数に達し次第締め切りますので、希望する人は早めに申請してください。申請に関する

書類は建設課で配布します。詳細については問い合せてください。 ■申込・問合先　建設課（内線 279）

耐震診断補助事業

　

汚
水
ま
す
の
場
所
や
点
検
方
法

が
分
か
ら
な
い
、破
損
が
見
つ
か
っ

た
の
で
修
繕
し
た
い
、
と
い
っ
た

場
合
に
は
、
下
水
道
課
ま
た
は
五

條
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
（※

）

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

下水道課からお願い

※

排
水
設
備
指
定
工
事
店
は
、
市

排
水
設
備
指
定
工
事
店
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

※

排
水
設
備
指
定
工
事
店
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。
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市
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上野町

釜窪

至 橋本市

至 市内

至 五條西 IC

上野公園

凡例
　　　：ひまわり畑

　　　：ひまわり遊歩道

24

■問合先　みどり園　☎２４・４１１１■問合先　みどり園　☎２４・４１１１■問合先　みどり園　☎２４・４１１１

下水道課からお願い
■申込・問合先　建設課（内線 279）

下
水
道
へ
の
雨
水
侵
入
防
止
に

　

協
力
お
願
い
し
ま
す

　

五
條
市
の
公
共
下
水
道
は
、
ト

イ
レ
・
台
所
・
お
風
呂
な
ど
か
ら

出
る
汚
水
は
下
水
管
に
、
雨
水
は

雨
水
管
や
水
路
に
流
す
分
流
式
下

水
道
で
す
。

　

大
雨
の
日
に
大
量
の
雨
水
が
下

水
道
施
設
に
流
れ
込
み
、
処
理
場

の
負
荷
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
ま

た
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
汚
水
が
あ
ふ

れ
た
り
、
水
圧
で
舗
装
等
が
破
損

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

■
異
常
が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ

さ
い

▼
雨
ど
い
が
誤
っ
て
汚
水
ま
す
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

▼
汚
水
ま
す
の
フ
タ
が
壊
れ
て
、

雨
水
が
侵
入
し
て
い
ま
せ
ん

か
？

▼
雨
の
日
に
水
道
を
使
っ
て
い
な

い
の
に
、
汚
水
ま
す
の
中
を
大

量
の
水
が
流
れ
て
い
ま
せ
ん

か
？

■
注
意
し
て
く
だ
さ
い

▼
雨
の
日
に
雨
水
を
排
水
す
る
た

め
に
汚
水
ま
す
の
フ
タ
を
故
意

に
開
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

▼
市
が
指
定
し
た
排
水
設
備
指
定

工
事
店
で
な
い
と
工
事
は
で
き

ま
せ
ん
。

雨
水
が
下
水
管
に
流
れ
て
い
ま
せ
ん
か

■
問
合
先　

下
水
道
課

　
（
内
線
３
９
５
）

　

汚
水
ま
す
の
場
所
や
点
検
方
法

が
分
か
ら
な
い
、破
損
が
見
つ
か
っ

た
の
で
修
繕
し
た
い
、
と
い
っ
た

場
合
に
は
、
下
水
道
課
ま
た
は
五

條
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
（※

）

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

指
定
袋
、
古
紙
・
ビ
ン
類
は

朝
７
時
ま
で
に
集
積
場
へ
出
し

て
く
だ
さ
い
。

み
ど
り
園

み
ど
り
園

　

だ
よ
り

　

だ
よ
り

み
ど
り
園

　

だ
よ
り

スプレー缶、カセットボンベスプレー缶、カセットボンベ
その他燃えないごみの
指定袋に入れずに
カン・小型金属の
指定袋に入れて
出してください。

※必ず使い切って穴をあけてください。

みどり園からのお願い刈
草
た
い
肥
を
配
布
し
ま
す

　

ご
好
評
い
た
だ
い

て
い
る
刈
草
た
い
肥

の
袋
詰
め
が
出
来
ま

し
た
。

　

み
ど
り
園
で
配
布
し
ま
す
の
で
、
事

務
所
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

上
野
町
の
ひ
ま
わ
り
園

７
月
下
旬
〜
８
月
中
旬
が
見
頃

　

今
年
も
五
條
市
の
夏
の
風
物
詩
で
あ

る
、
上
野
町
の
ひ
ま
わ
り
園
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ひ
ま
わ
り
園

は
遊
休
農
地
を
利
用
し
、
生
ご
み
、
刈

草
と
い
っ
た
燃
や
せ
ば
ご
み
に
な
る
資

源
を
肥
料
に
し
た
資
源
循
環
型
の
ひ
ま

わ
り
園
で
す
。
栽
培
管
理
は
、
社
会
福

祉
施
設
あ
す
な
ろ
園
に
委
託
し
、
生
ご

み
た
い
肥
な
ど
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

開
花
状
況
は
随
時
、
五
條
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

※

路
上
駐
車
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※

ご
み
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

大
野
屋
出
店
者
情
報

「
未
来
塾
」

作
品
展

作
品
展

■
日
時　

７
月
28
日
（
土
）、
７
月
29
日
（
日
）

▼
午
前
の
部　

10
時
〜
12
時

▼
午
後
の
部　

13
時
〜
15
時

■
内
容　

▼
木
製
貯
金
箱
作
り
（
28
日
）

▼
陶
芸
絵
付
け
体
験
（
29
日
）

「
花
工
房
サ
ー
ク
ル
」

ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル

ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル

フ
ラ
ワ
ー
作
品
展

フ
ラ
ワ
ー
作
品
展

　

ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー
の
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
作
品
の
展
示
や
体
験
会
を
行
い

ま
す
。

子
ど
も
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で

の
課
金

　

５
歳
の
子
ど
も
が
「
無
料
の
ゲ
ー
ム
を

し
た
い
か
ら
、
ス
マ
ホ
を
貸
し
て
」
と
言

う
の
で
貸
し
た
。
先
日
届
い
た
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
請
求
の
中
に
ゲ
ー
ム
名
が
書

か
れ
た
請
求
が
い
く
つ
も
あ
り
、
合
計
15

万
円
に
な
る
。
子
ど
も
は
無
料
ゲ
ー
ム
し

か
し
て
い
な
い
は
ず
だ
。
不
当
請
求
か
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
を
ス
マ
ホ
本
体

に
登
録
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
が
内
容
を
理
解
し
な
い
ま
ま
、
有
料

ア
イ
テ
ム
を
購
入
す
る
な
ど
、
課
金
を
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
多
く
の
事
例
が
あ
り
ま
す
。

「
未
成
年
の
子
ど
も
が
、
親
の
承
諾
な
し
に

し
た
契
約
」
と
未
成
年
者
取
消
を
申
し
出
た

場
合
、
金
銭
的
被
害
を
回
復
で
き
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
親
の
管
理
責
任
を
問

わ
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
使
用
時
に
暗
証
番
号
が
必
要
と

い
う
設
定
に
す
る
な
ど
、
ス
マ
ホ
の
管
理
に

つ
い
て
日
頃
か
ら
配
慮
し
て
お
く
べ
き
で
す
。

消
費
生
活
相
談
窓
口

消
費
生
活
相
談
窓
口

相
談
相
談
事
例
事
例

助
言
助
言

■
問
合
先　

消
費
生
活
相
談
窓
口　

■
問
合
先　

消
費
生
活
相
談
窓
口　

　
（
内
線
３
８
６
）

　
（
内
線
３
８
６
）

　

毎
週
月
・
木　

　

毎
週
月
・
木　

10
時
〜
15
時

ス
マ
ホ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
管
理
は

ス
マ
ホ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
管
理
は

で
き
て
い
ま
す
か

で
き
て
い
ま
す
か

■
対
象　

小
学
生

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
申
込
・
問
合
先　

社
会
福

祉
法
人
正
和
会
総
務
部

☎
２
４
・
４
４
５
５

■
日
時　

７
月
３
日
（
火
）

〜
７
月
16
日
（
月
）

■
問
合
先　

花
工
房
サ
ー
ク

ル
代
表　

藏
永

☎
０
９
０
・
１
２
４
３
・
３

１
３
５

子
供
未
来
塾

子
供
未
来
塾

■
日
時　

７
月
28
日
（
土
）、７
月
29
日
（
日
）

10
時
〜
16
時

耐震改修工事補助事業
■補助の対象工事　次のすべての条件を満たすものとします。
　▼昭和 56年５月 31 日以前に建築された在来軸組工法の木造住宅

　▼市内の木造住宅で、耐震診断を行った住宅の耐震改修工事
　▼補助対象となる耐震改修工事の費用が 50万円以上の工事
　▼工事前の構造評点 1.0 未満のものを 1.0 以上の数値にする改修工事
　　または、工事前の構造評点 0.7 未満を 0.7 以上の数値にする改修工事
　▼補助金交付決定後、工事に着手し平成 31年２月 15日までに完了す
　　るもの
　▼市税の滞納がないこと
　※交付決定前に着手・契約した工事は交付金を受けられません。
■補助金の額
　▼耐震改修工事費が 50万円以上 87万円以下　一律 20万円
　▼87 万円を超えるもの　工事費の 23％（上限 50 万円）
■募集件数　３件（先着順）
■受付期間　７月９日（月）～ 12月 10 日（月）
※土日祝日を除く

■補助の対象住宅は以下に該当する家屋とします。

　▼昭和 56年５月 31 日以前に建築された

　　在来軸組工法の木造住宅

　▼延べ床面積 250 ㎡以下かつ地階を除く

　　階数が２以下のもの

　▼その他の条件に関しては問い合せてください。

※補助対象者　住宅の所有者

■診断の費用は無料です　

■募集件数　20件（先着順）

■受付期間　７月９日（月）～ 20日（金）

※土日祝日を除く

※両事業とも募集件数に達し次第締め切りますので、希望する人は早めに申請してください。申請に関する

書類は建設課で配布します。詳細については問い合せてください。

耐震診断補助事業

※

排
水
施
設
指
定
工
事
店
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。消

費
生
活
相
談
窓
口

相
談
事
例

助
言

■
問
合
先　

消
費
生
活
相
談
窓
口　

　
（
内
線
３
８
６
）

　

毎
週
月
・
木　

10
時
〜
15
時

ス
マ
ホ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
管
理
は

で
き
て
い
ま
す
か
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2
日
　
　
臨
床
心
理
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
要
予
約
）

　
　
　
　
■
時
間
　
①
１
３
時
～
１
３
時
４
５
分

　
　
　
　
　
　
　
　
②
１
４
時
１
５
分
～
１
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　
③
１
５
時
３
０
分
～
１
６
時
１
５
分
　
　
　

　
　
　
　
■
場
所
　
カ
ル
ム
五
條

　
　
　
　
■
予
約
・
問
合
先
　
カ
ル
ム
五
條
（
内
線
２
９
０
）

4
日
　
　
も
の
忘
れ
相
談

　
　
　
　
■
時
間
　
13
時
～
16
時
（
１
組
45
分
ま
で
）

　
　
　
　
■
場
所
　
カ
ル
ム
五
條

　
　
　
　
■
予
約
・
問
合
先
　
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
（
内
線
３
０
９
）

7
日
　
　
五
條
市
総
合
防
災
訓
練

　
　
　
　
■
時
間
　
９
時
～
１
２
時

　
　
　
　
■
場
所
　
吉
野
川
河
川
敷
（
大
川
橋
上
流
、
五
條
側
）

　
　
　
　
■
問
合
先
　
危
機
管
理
課
（
内
線
３
７
１
）

９
日
　
　
特
設
人
権
相
談

　
　
　
　
■
時
間
　
１
０
時
～
１
５
時
（
大
塔
支
所
の
み
１
３
時
～
１
５
時
）

　
　
　
　
■
場
所
　
人
権
総
合
セ
ン
タ
ー
、
牧
野
公
民
館
、
賀
名
生
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
大
塔
支
所

　
　
　
　
■
問
合
先
　
人
権
施
策
課
　
☎
２
５
・
１
１
３
７

１
１
日
　
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

　
　
　
　
■
時
間
　
１
３
時
３
０
分
～
１
５
時
３
０
分

　
　
　
　
■
場
所
　
中
央
公
民
館

　
　
　
　
■
問
合
先
　
税
務
課
市
民
税
係
（
内
線
２
５
６
、
２
９
８
）

１
２
日
　
出
張
年
金
相
談

　
　
　
　
■
時
間
　
１
０
時
～
１
２
時
１
５
分
、
１
３
時
～
１
６
時

　
　
　
　
■
場
所
　
市
民
課
年
金
係

　
　
　
　
■
問
合
先
　
市
民
課
年
金
係
（
内
線
２
６
８
・
３
０
０
）

１
４
日
　
第
４
７
回
差
別
を
な
く
す
市
民
集
会

　
　
　
　
■
時
間
　
１
３
時
～
１
５
時
３
０
分
（
終
了
予
定
）

　
　
　
　
■
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　
　
　
　
■
問
合
先
　
人
権
施
策
課
　
☎
２
５
・
１
１
３
７

　
　
　
　
五
條
市
結
婚
相
談
所

　
　
　
　
■
時
間
　
１
３
時
～
１
６
時

　
　
　
　
■
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
■
問
合
先
　
児
童
福
祉
課
（
内
線
３
６
６
）

１
９
日
　
五
條
市
就
職
応
援
フ
ェ
ア

　
　
　
　
■
時
間
　
１
３
時
～
１
６
時

　
　
　
　
■
場
所
　
中
央
公
民
館
３
階
会
議
室

　
　
　
　
■
問
合
先
　
企
業
観
光
戦
略
課
（
内
線
２
１
５
）

２
３
日
　
臨
床
心
理
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
要
予
約
）

　
　
　
　
■
時
間
　
①
１
３
時
～
１
３
時
４
５
分

　
　
　
　
　
　
　
　
②
１
４
時
１
５
分
～
１
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　
③
１
５
時
３
０
分
～
１
６
時
１
５
分
　
　
　

　
　
　
　
■
場
所
　
カ
ル
ム
五
條

　
　
　
　
■
予
約
・
問
合
先
　
カ
ル
ム
五
條
（
内
線
２
９
０
）

２
６
日
　
五
條
市
結
婚
相
談
所

　
　
　
　
■
時
間
　
１
３
時
～
１
６
時

　
　
　
　
■
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
■
問
合
先
　
児
童
福
祉
課
（
内
線
３
６
６
）

３
１
日
　
国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
限

　
　
　
　
■
問
合
先
　
保
険
課
保
険
税
係

　
　
　
　
　（
内
線
２
６
６
）

毎
週
月
・
木
　
消
費
生
活
・
多
重
債
務
相
談

　
　
　
　
　
　
■
時
間
　
１
０
時
～
１
５
時

　
　
　
　
　
　
■
場
所
　
第
２
分
庁
舎
３
階

　
　
　
　
　
　
■
問
合
先
　
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
　
　
　
　
　
　（
内
線
３
８
６
）

毎
月
11
日
　
人
権
を
確
か
め
あ
う
日

９
時

〜
16

時
 

急
病

患
者

の
応

急
処

置
７

⽉・
８

⽉
 休

⽇
の

救
急

診
療・

在
宅

当
番

医
応
急
を
要
す
る

内
科
・
小
児
科

の
軽
易
な
診
療

 

 

五
條
市
応
急
診
療
所

☎
２
４
・
０
０
９
９ 

野
原
西
5
丁
目
2－
59

土
・
日
・
祝
日
夜
間

※
受
付
21
時
30
分
ま
で

１
８
時
～
２
２
時  

 

☎
07
44
・
22
・
96
83 

橿
原
市
畝
傍
町
９
－
１

毎
日
夜
間
・
深
夜

橿
原
市
休
日
夜
間
応
急
診
療
所

応
急
を
要
す
る

小
児
科
の
診
療

21
時
30
分
～
６
時

■
問
合
先

　
カ
ル
ム
五
條

　（
内
線
29
0）

※
保
険
証
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※
担
当
医
の
専
門
性
や
患
者
の
年
齢
・
症
状
に
よ
り
、

二
次
救
急
医
療
機
関
の
診
療
を
勧
め
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。受
診
前
に
電
話
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

五
條
1
丁
目
７
－
５

辻
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
２
５
・
４
１
４
５

 
 

 
１
５
日
（
日

１
５
日
（
日
）

中
之
町
１
７
７
１
－
３
３

杉
崎
医
院

☎
２
４
・
０
０
０
３

須
恵
2
丁
目
１
－
25

山
田
医
院

☎
２
２
・
２
０
３
９

五
條
３
丁
目
２
－
２
０

中
西
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
２
５
・
２
７
６
０

岡
口
１
丁
目
２
－
２
２

右
馬
医
院

☎
２
２
・
２
２
８
１

８
日
（
日

８
日
（
日
）

８
日
（
日
）

１
５
日
（
日
）

１
６
日
（
月
・
祝
）

１
６
日
（
月
・
祝
）

１
６
日
（
月
・
祝
）

２
２
日
（
日
）

２
２
日
（
日
）

２
２
日
（
日
）

２
９
日
（
日
）

２
９
日
（
日
）

２
９
日
（
日
）

須
恵
２
丁
目
６
－
21

足
立
医
院

☎
２
５
・
３
９
３
９

７
月
７
月
１
日
（
日
）

１
日
（
日
）

７
月
１
日
（
日
）

今
井
２
丁
目
２
－
１
２

岩
井
内
科

☎
２
６
・
１
２
１
２

 
 

 

野
原
西
4
丁
目
9-
25

中
谷
内
科
医
院

☎
２
２
・
３
６
８
３

窪
町
12
6-
1

前
防
医
院

☎
２
２
・
２
０
７
２

１
１
日
（
土
・
祝

１
１
日
（
土
・
祝
）

１
１
日
（
土
・
祝
）

１
２
日
（
日

１
２
日
（
日
）

１
２
日
（
日
）

１
９
日
（
日
）

１
９
日
（
日
）

１
９
日
（
日
）

２
6
日
（
日
）

２
6
日
（
日
）

２
6
日
（
日
）

新
町
2
丁
目
3-
8

槇
野
医
院

☎
２
２
・
２
０
０
４

８
月
８
月
５
日
（
日
）

５
日
（
日
）

８
月
５
日
（
日
）

今
井
２
丁
目
２
－
１
２

岩
井
内
科

☎
２
６
・
１
２
１
２

抜き取って、壁などに貼って使ってください。
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